
1 
 

埼玉県介護保険施設等指導実施要綱 

 

第１ 目的 

 この要綱は、知事が介護保険法（平成９年法律第１２３号）第２４条及び

健康保険法等の一部を改正する法律（平成１８年法律第８３号）附則第１３

０条の２第１項の規定によりなおその効力を有するものとされた同法第２

６条の規定による改正前の介護保険法第２４条の規定に基づき実施する指

導について、基本的事項を定めることにより、利用者の自立支援及び尊厳の

保持を念頭において、介護保険施設・事業所の支援を基本とし介護給付等対

象サービスの質の確保及び保険給付の適正化を図ることを目的とする。 

 

第２ 指導方針 

 指導は、介護保険施設・事業所に対し、埼玉県軽費老人ホーム、特別養護

老人ホーム等の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２４年埼玉県

条例第６５号）、介護保険法施行条例（平成２４年埼玉県条例第６６号）、厚

生労働省令で定める人員、設備及び運営に関する基準、厚生労働省告示で定

める介護報酬の算定基準等に定める介護給付等対象サービスの取扱い、介護

報酬の請求等に関する事項について周知徹底させることを方針とする。 

   なお、指導における重点項目は年度ごとに別に定める。 

 

第３ 業務及び担当地域の区分 

 福祉監査課各担当の指導の業務の区分は、別紙１のとおりとする。 

 

第４ 指導形態等 

   指導形態は、次のとおりとする。 

  １ 集団指導 

    集団指導は、指導の対象となる介護サービス事業者等に対し必要な指

導の内容に応じ、一定の場所に集めて講習等の方法により行う。通常は

５月に実施することとし、５月の集団指導後に新規に指定を受けた事業

者及び５月の集団指導に欠席した事業者を対象とした集団指導を１２月

に実施する。 

  ２ 運営指導 

    運営指導は、指導の対象となる介護サービス事業者等の施設・事業所

において実地に行う。 

 また、保険者である市町村等と事業者に係る情報共有を図るほか、必

要に応じて運営指導を合同で行うなど、市町村等との連携・協働を進め
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る。 

    なお、指定等の事務を行っている福祉事務所や高齢者福祉課と必要   

に応じて運営指導を合同で行うなど、福祉事務所や高齢者福祉課との連

携・協働を進める。 

 

第５ 指導対象の選定 

   指導は全ての介護サービス事業者等を対象とするが、重点的かつ効率的

な指導を行う観点から、選定については一定の計画に基づいて実施する。 

   なお、運営指導は、別紙１の頻度を標準として実施する。 

  １ 集団指導 

 全ての介護サービス事業者等を対象として、毎年度、サービスの種別

ごとに実施する。 

  ２ 運営指導 

  （１）当該年度中に指定（介護老人保健施設及び介護医療院の許可を含む。

以下同じ。）の更新手続きの対象となる施設・事業所の事業者 

  （２）新規に指定を受けた施設・事業所の事業者 

  （３）苦情・通報等により、指導が必要とされる事業者 

  （４）前年度の集団指導が不参加で当該年度も不参加の施設・事業所の事

業者 

  （５）その他必要と認める事業者 

 

第６ 指導方法等 

  １ 集団指導 

  （１）指導通知 

 指導対象となる介護サービス事業者等を決定したときは、あらかじ

め集団指導の日時、場所、出席者、指導内容等を文書により当該サー

ビス事業者等に通知する。 

  （２）指導方法 

     集団指導は、介護給付等対象サービスの取扱い、介護報酬請求の内    

容、制度改正内容及び高齢者虐待事案をはじめとした過去の指導事例    

等について講習等の方式で行う。 

  ２ 運営指導 

  （１）指導通知 

     指導対象となる介護サービス事業者等を決定したときは、あらかじ

め次に掲げる事項を文書により当該サービス事業者等に通知する。 

     ただし、指導対象となる施設・事業所において高齢者虐待が疑われ
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ているなどの理由により、あらかじめ通知したのでは当該施設等の日

常におけるサービスの提供状況等を確認することができないと認めら

れる場合は、指導開始時に次に掲げる事項を文書により通知するもの

とする。 

    ① 運営指導の根拠規定及び目的 

    ② 運営指導の日時及び場所 

    ③ 指導担当者 

    ④ 出席者 

    ⑤ 準備すべき書類等 

  （２）指導方法 

     運営指導は、必要に応じて介護保険施設・事業所内を巡視するとと

もに、国の「介護保険施設等運営指導マニュアル」や介護サービス事

業者があらかじめ行った「自主点検表」による点検結果などを基に帳

簿書類等を閲覧し、面談により関係者から説明を求める方法で行う。 

     なお、実地指導を実施しない介護サービス事業者について、その運

営状況を書面により報告させ、必要な指導を行うこともある。 

  （３）指導結果の通知等 

     運営指導の結果、別紙２「指導区分の判定の基本的な考え方」に従

い改善を要すると認められた事項及び介護報酬について過誤による調

整を要すると認められた場合等には、後日文書によってその旨の通知

を行うものとする。      

  （４）報告書の提出 

     当該サービス事業者等に対して、文書で通知した事項のうち別紙２

「指導区分の判定の基本的な考え方」のⅠに該当するものについて、

文書により報告を求めるものとする。 

 

第７ 監査への変更 

 運営指導中に以下に該当する状況を確認した場合は、運営指導を中止し、

直ちに「埼玉県介護保険施設等監査実施要綱」に定めるところにより監査を

行うことができる。 

  （１）著しい運営基準違反が確認され、利用者及び入所者等の生命又は身    

体の安全に危害が及ぼすおそれがあると判断した場合 

  （２）報酬請求に誤りが確認され、その内容が、著しく不正な請求と認め    

られる場合 

 

第８ 指導の結果及び改善状況の公表 
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   指導の結果及び改善状況については、今後の事業者指導等に支障がある

と認められる場合を除き、県ホームページに掲載し、県民に広く情報提供す

る。 

 

   附 則 

  この要綱は、平成３１年４月１日から適用する。 

   附 則 

  この要綱は、令和２年４月１日から適用する。 

   附 則 

  この要綱は、令和４年４月１日から適用する。  
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別紙 １（第３及び第５関係） 

福祉監査課における介護サービス事業者 

指導の業務及び運営指導の頻度 
 

１ 介護保険施設・介護事業担当 

 介護サービス事業者 運営指導の 

頻度 

（１） 指定居宅サービス事業者（児童施設・高齢施設担当が

担当するものを除く。） 

指定有効期間

内に１回以上 

（２） 指定介護予防サービス事業者（児童施設・高齢施設担

当が担当するものを除く。） 

指定有効期間

内に１回以上 

（３） 介護老人保健施設 ３年に１回 

（４） 指定介護療養型医療施設 ３年に１回 

（５） 介護医療院 ３年に１回 

（６） 

 

指定居宅サービス事業者のうち、特定施設入居者生活

介護（有料老人ホーム及び高齢者の居住の安定確保に

関する法律（平成 13 年法律第 26 号）第６条の規定に

より登録されている賃貸住宅（サービス付き高齢者向

け住宅）のうち、指定基準に適合するものとして知事

に届け出られているものに限る。） 

４年に１回 

（７） 指定居宅サービス事業者のうち、（３）から（６）に併

設する通所介護、通所リハビリテーション、短期入所

生活介護及び短期入所療養介護 

（３）～（５）

の併設事業者

３年に１回 

（６）の併設

事業者 

４年に１回 

（８） 指定介護予防サービス事業者のうち、（３）から（６）

に併設する介護予防通所リハビリテーション、介護予

防短期入所生活介護及び介護予防短期入所療養介護 

 

２ 児童施設・高齢施設担当 

 介護サービス事業者 運営指導の 

頻度 

（１） 指定介護老人福祉施設 「埼玉県社会

福施設等指導

監 査 実 施 要

綱」の定めに

よる。 

（２） 指定居宅サービス事業者のうち、（１）に併設する通所

介護及び短期入所生活介護 

（３） 指定居宅サービス事業者のうち、特定施設入居者生活

介護（養護老人ホーム及び軽費老人ホームに限る。） 

（４） 指定介護予防サービス事業者のうち、（１）に併設する

介護予防短期入所生活介護 

 


